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下
関
市
豊
北
町
域
に
お
け
る
人
物
記
念
碑
の
調
査
報
告

豊
北
歴
史
民
俗
資
料
館
　
安
田
　
豊

は
じ
め
に

　
令
和
三
年
、下
関
市
立
豊
北
歴
史
民
俗
資
料
館
（
太
翔
館
）
で
は
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）

年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
十
周
年
を
記
念
し
て
、「
豊
北
を
ひ
ら
い
た
人
々
」
と
い
う
現
在

の
豊
北
と
い
う
地
域
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
人
物
を
取
り
上
げ
る
連
続
企
画
展
（
第
二
弾

１　

記
念
碑
と
は
な
に
か

　　
本
稿
に
お
け
る
記
念
碑
の
定
義
及
び
概
要
は
、
前
述
の
企
画
展
「
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た

人
々
」の
冊
子
に
お
い
て
ま
と
め
て
い
る
。以
下
、説
明
の
た
め
一
部
を
改
訂
し
て
引
用
す
る
。

　
記
念
碑
と
は
、
あ
る
出
来
事
や
人
の
功
績
な
ど
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
る
碑
の
こ
と
で
あ

り
、
主
に
石
に
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
（
石
碑
）
の
こ
と
を
指
す
。
現
存
す
る
日
本
最
古
の
記

念
碑
は
栃
木
県
大
田
原
市
に
あ
る
国
宝
「
那
須
国
造
碑
（
な
す
く
に
の
み
や
つ
こ
ひ
）」
が

あ
る

（
1
（

。
こ
の
記
念
碑
は
、
永
昌
元
（
六
八
九
）
年
に
那
須
国
造
で
評
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
那
須

直
葦
提
（
な
す
の
あ
た
い
い
で
）
と
い
う
人
物
の
事
績
を
息
子
が
顕
彰
す
る
た
め
に
七
〇
〇

年
（
こ
の
頃
年
号
な
し
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
古
代
よ
り
記
念
碑
の
建
立
が
行
わ
れ
て
お
り
、
殊
に
近
世
以
降

の
も
の
は
そ
の
多
く
が
現
存
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
口
に
記
念
碑
と
い
っ
て
も
、
建
て
た
人
々
の
思
い
に
よ
っ
て
様
々
な
種
類
に
分

類
さ
れ
る
。
圃
場
整
備
の
施
工
記
念
碑
や
過
去
の
災
害
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
の
碑
な
ど
も

あ
る
が
、
殊
に
多
く
設
置
さ
れ
た
の
が
顕
彰
碑
な
ど
の
特
定
の
人
物
の
碑
や
、
句
碑
な
ど
の

文
学
作
品
を
刻
ん
だ
碑
で
あ
る
。

　
尤
も
、
前
述
の
事
柄
は
記
念
碑
に
留
ま
ら
ず
神
社
の
鳥
居
や
石
灯
籠
、
或
い
は
寺
院
の
釣

鐘
な
ど
、
鋳
物
な
ど
に
も
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
更
に
は
、
墓
碑
と
も
な
る
と
、
元
々
た

だ
の
墓
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
後
年
何
ら
か
の
意
味
合
い
を
持
ち
墓
碑
と
な
っ
た
場
合
も

あ
り
、
そ
の
分
類
自
体
が
非
常
に
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

○
記
念
碑
の
種
類

　
・
顕け
ん
し
ょ
う
ひ

彰
碑
、
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
、
表ひ

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑
な
ど

　
い
ず
れ
も
「
人
の
手
柄
や
徳
な
ど
を
褒
め
称
え
る
」
た
め
の
記
念
碑
で
あ
る
。
広
義
に

お
い
て
は
同
じ
も
の
と
み
ら
れ
、明
確
な
区
別
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
（
写
真
2
・
3
）。

よ
り
特
別
展
）を
開
催
し
た
。
そ
の
第
一
弾
は「
記

念
碑
に
刻
ま
れ
た
人
々
」
と
し
て
、
下
関
市
豊
北

町
（
以
下
：
豊
北
町
）
の
各
地
域
に
建
碑
さ
れ
た

先
人
た
ち
の
記
念
碑
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ

た
（
写
真
1
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
臨
時
休
館
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
三

年
九
月
四
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
同
月

二
十
八
日
開
催
と
な
り
、
ま
た
、
会
期
の
短
縮
や

一
部
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
企

画
展
冊
子
の
発
売
や
記
念
講
演
の
開
催
な
ど
は
予

定
通
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
稿
で
は
、
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

実
施
し
た
豊
北
町
内
に
あ
る
記
念
碑
の
調
査
成
果
の
内
、一
般
層
向
け
に
単
純
化
し
た
た
め
、

企
画
展
冊
子
で
は
未
掲
載
の
も
の
を
主
と
し
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
記
念
碑
に
は
災
害
な
ど
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
記
念
碑
や
、
田
地
の
圃
場
整
備

な
ど
の
施
工
記
念
碑
な
ど
も
該
当
す
る
が
、
本
稿
で
は
「
人
物
」
の
顕
彰
な
ど
を
目
的
と
し

た
も
の
（
文
学
碑
含
む
）
に
限
定
す
る
。

　写真１　企画展の様子
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・
句く

ひ碑
、
歌か

ひ碑
、
詩し

ひ碑
な
ど

　
優
れ
た
文
学
作
品
を
刻
ん
だ
碑
。文
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
呼
び
名
は
変
わ
る
。

総
じ
て「
文
学
碑
」と
も
い
う
。
作
品
や
文
学
者
の
ゆ
か
り
の
場
所
に
設
置
さ
れ
る（
写

真
4
・
5
）。

　　

　
・
そ
の
他

　
施
工
の
記
念
碑
や
史
跡
の
碑
な
ど
、
諸
所
の
出
来
事
に
関
連
す
る
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、墓
が
後
年
「
墓
碑
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

豊
北
町
に
お
い
て
は
、
近
世
滝
部
に
お
い
て
「
奉
公
市
」
を
ひ
ら
い
た
鷲
頭
自
見
と
い

う
人
物
の
墓
が
、大
正
八
八
八
八
大
正
八
八
鉢
八（
一
九
一
九
）年
に
発
行
さ
れ
た
絵
葉
書（
所
蔵：太
翔

館
）
に
お
い
て
「
奉
公
市
開
基
の
碑
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
（
写

真
6
・
7
）。

	

　
こ
れ
ら
の
記
念
碑
の
多
く
は
地
元
有
志
の
手
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

碑
に
刻
ま
れ
た
文
章
は
、
現
存
す
る
史
料
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と

が
多
く
、
郷
土
史
を
紐
解
く
上
で
高
い
史
料
価
値
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

写真 2　中
なかやまたいち

山太一顕彰碑（豊北町滝部）

写真 3　藤
ふじおかしゅうすけ

岡周助表徳碑（豊北町神田）

写真４　田
たがみきくしゃ

上菊舎句碑（豊北町田耕）

写真５　佐
ささきしょうざん

々木照山詩碑（豊北町阿川）

写真６　鷲
わしのずじけん

頭自見墓碑（豊北町滝部）

写真７　絵葉書に掲載された墓碑



147

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要　第 17号（2022）

２　

下
関
市
に
お
け
る
記
念
碑

○
先
行
研
究

　
下
関
市
内
に
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
時
点
で
七
二
〇
基
の
記
念
碑
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が（

2
）、

未
確
認
の
も
の
や
そ
の
後
に
建
立
さ
れ
た
も
の
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年

に
合
併
し
た
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・
菊
川
の
四
町
に
あ
る
記
念
碑
を
含
め
る
と
、
少
な
く
見

積
も
っ
て
も
八
〇
〇
基
を
ゆ
う
に
超
え
る
と
思
わ
れ
る
。
地
方
都
市
に
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
珍
し
く
、
下
関
市
の
特
色
の
一
つ
と
言
え
る（

3
）。

下
関

市
に
お
け
る
記
念
碑
の
調
査
研
究
は
、平
成
一
七
年
の
市
町
村
合
併
以
前
の
下
関
市
（
以
下
：

「
旧
市
内
」）
に
お
い
て
は
同
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
詳
細
に
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
末
期

か
ら
平
成
初
頭
に
か
け
て
『
下
関
の
記
念
碑
』
と
い
う
記
念
碑
の
詳
細
な
情
報
を
記
し
た
書

籍
が
三
シ
リ
ー
ズ
に
亘
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
下
関
市
の

一
部
と
な
っ
た
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・
菊
川
の
四
町
に
お
い
て
は
、
各
町
が
発
行
し
た
町

史
に
一
部
の
情
報
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
簡
易
的
に
記
す
に
留
ま
り
、
未
掲
載
の
も

の
も
多
数
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、西
村
勇
氏
が
山
口
県
内
の
文
学
碑
を
調
査
し
、

採
拓
お
よ
び
翻
刻
を
行
い
昭
和
末
期
に
『
防
長
文
学
碑
採
拓
行
』
と
『
続
・
防
長
文
学
碑
採

拓
行
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
豊
北
町
に
お
い
て
は
、
豊
北
町
教
育
委
員
会
が
児
童
の
郷
土
教

育
の
た
め
に
発
行
し
た『
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
　
ほ
う
ほ
く
』（
平
成
五
年
改
訂
版
よ
り
）で
、

郷
土
を
ひ
ら
い
た
人
物
の
紹
介
と
し
て
、町
内
に
あ
る
記
念
碑
の
分
布
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
豊
田
町
に
お
い
て
は
令
和
二
年
に
郷
土
史
団
体
「
ふ
る
さ
と
豊
田
の
歴
史
塾
」
が
同

町
内
の
記
念
碑
の
他
、鳥
居
や
狛
犬
な
ど
を
紹
介
し
た『
豊
田
の
石
造
物
』を
刊
行
す
る
な
ど
、

四
町
に
お
い
て
の
記
念
碑
の
調
査
は
現
在
進
行
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
町
域
に

建
碑
さ
れ
た
記
念
碑
の
数
は
膨
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
未
調
査
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
山
口
県
に
お
け
る
社
寺
建
築
や
石
造
美
術
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た

内
田
伸
氏
は
、
古
代
～
中
世
ま
で
の
山
口
県
下
の
金
石
文
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
山
口
県
の

金
石
文
』（
平
成
二
年
発
行
）内
の
序
論
に
お
い
て
、近
世
以
降
の
金
石
文
を
対
象
と
し
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

4
）。

「
…
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
時
代
が
新
し
い
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
対
象
と
す
る
金
石

文
は
飛
躍
的
に
数
が
ふ
え
、
そ
れ
を
全
部
記
録
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
江
戸
時
代
以
降
の
も
の
は
、
墓
碑
と
か
顕
彰
碑
と
か
、
文
学
碑
と
か
、

更
に
鳥
居
、
石
燈
燈
（
本
文
マ
マ
）、
鐘
な
ど
と
い
う
風
に
部
門
を
き
め
て
、
そ
れ
を
悉
く

皆
調
査
す
る
と
い
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。」

　
こ
の
こ
と
は
記
念
碑
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
国
内
の
古
い
時
代
の
も
の
が
経
年
に
よ

り
消
失
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
差
し
引
い
て
も
、
近
世
以
降
飛
躍
的
に
増
え
た
も
の
と
思

わ
れ
、
そ
の
全
て
に
お
い
て
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

○
下
関
市
に
お
け
る
記
念
碑
の
管
理
に
つ
い
て

　
下
関
市
内
に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
の
内
、
基
本
的
に
個
人
所
有
の
も
の
は
所
有
者
、
行
政

が
管
理
す
る
場
所
に
あ
る
も
の
は
行
政
が
管
理
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
本
稿
を
執

筆
す
る
に
あ
た
り
、
僅
か
な
が
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
が
、
地
域
住
民
の
方
々
が
清
掃

作
業
や
周
辺
の
除
草
作
業
を
行
う
場
合
も
あ
り
、
行
政
上
の
所
有
者
と
は
別
に
、
実
状
「
ど

こ
が
ど
の
範
囲
ま
で
管
理
し
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

○
豊
北
町
の
概
要

　
記
念
碑
が
郷
土
史
を
紐
解
く
上
で
高
い
史
料
価
値
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
は
前

章
に
お
い
て
も
触
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
・

文
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
建
碑
の

理
由
を
知
る
こ
と
に
繋
が
る
。
以
下
、
豊
北
町
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
豊
北
町
は
下
関
市
北
部
に
位
置
し
、
北
部
・
西
部
は
響
灘
や
日
本
海
な
ど
の
海
に
面
し
て

お
り
、
東
部
・
南
部
は
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
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古
代
に
は
角
島
の
ワ
カ
メ
が
平
城
京
へ
と
貢
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
平
城
京
趾
よ
り
出

土
し
た
木
簡
よ
り
わ
か
っ
て
い
る
。
中
世
に
は
東
部
に
あ
る
肥
中
港
が
、
当
時
山
口
を
支
配

し
て
い
た
大
内
氏
と
李
氏
朝
鮮
と
の
貿
易
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
近
世
中
頃
に
は
漁
業
が
盛

況
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
海
岸
部
の
人
口
増
加
に
比
例
し
て
、
農
作
物
の
需
要
も

増
加
し
、
農
業
従
事
者
は
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
頃
豊
北
の
中
央
内

陸
部
に
あ
る
滝
部
で
は
、
奉
公
市
と
呼
ば
れ
る
求
職
を
目
的
と
し
た
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
漁
村
の
労
働
力
が
農
村
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
阿
川
・
滝
部
を
治

め
て
い
た
毛
利
家
「
一
門
八
家
」
の
一
つ
阿
川
毛
利
家
の
七
代
毛
利
広
漢
が
郷
校
「
時
習
館
」

を
開
き
、
以
降
、
豊
北
に
は
好
学
の
精
神
が
根
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。
時
代
は
下
り
昭
和

三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
阿
川
・
粟
野
・
神
玉
・
神
田
・
滝
部
・
田
耕
・
角
島
・
北
宇
賀
（
一

部
）
の
八
ヶ
村
が
合
併
し
、
豊
北
町
と
な
り
、
更
に
平
成
一
七
年
に
は
、
他
の
三
町
と
と
も

に
下
関
市
へ
合
併
し
た（

5
）。

３　

豊
北
町
に
お
け
る
記
念
碑
の
調
査
成
果

　

豊
北
町
域
に
お
け
る
記
念
碑
は
、『
豊
北
町
史
二
』（
平
成
六
年
発
行
）
に
よ
る
と
、
二
九

基
と
記
さ
れ
て
い
る（

６
）。

令
和
三
年
九
月
の
企
画
展
で
は
、
豊
北
町
域
に
お
け
る
記
念
碑
の

内
、
個
人
所
有
の
も
の
（
一
部
許
可
を
取
り
紹
介
）
と
、
一
般
開
放
さ
れ
て
い
な
い
小
学
校

な
ど
の
施
設
を
除
く
二
一
基
の
記
念
碑
を
紹
介
し
た
。
そ
の
内
の
半
数
近
く
は
未
読
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
内
、
誤
読
の
あ
る
も
の
も
併
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

〔
凡
例
〕

※
本
稿
で
取
り
上
げ
る
記
念
碑
は
、
豊
北
町
に
あ
る
人
物
記
念
碑
の
内
、
現
在
の
豊
北
町

に
あ
た
る
地
域
の
出
身
、
あ
る
い
は
地
域
で
活
躍
し
た
人
物
の
も
の
に
限
定
す
る
。

※
許
可
を
得
た
一
部
の
も
の
を
除
き
、
個
人
所
有
の
も
の
な
ど
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
未

調
査
の
も
の
も
除
外
し
て
い
る
。

※
碑
文
の
翻
刻
文
の
内
、
ワ
ー
ド
で
表
示
さ
れ
な
い
字
に
つ
い
て
は
、
一
部
は
作
成
し
、

漢
字
に
使
用
す
る
踊
り
字
（「
ヽ
」
を
縦
に
二
列
並
ん
だ
も
の
。
二
の
字
点
）
は
「
々
」

で
代
用
し
た
。

※
本
稿
の
調
査
は
令
和
二
年
十
二
月
よ
り
、
追
調
査
を
含
め
て
令
和
四
年
一
月
ま
で
行
っ

た
。
使
用
し
て
い
る
現
地
の
写
真
は
そ
の
期
間
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

※
調
査
成
果
の
内
、
寸
法
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
表
記
。
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№ 名称 建立年月日 建立した団体等 功績 所在 翻刻

① 中本たか子歌碑
平成元年
(一九八九年)
一月吉日

有志一同
プロレタリア文学作家として優れた
作品を残す。

中本たか子生家跡
『記念碑に
　刻まれた人々』冊子

② 酒田整吾翁頌徳碑
昭和二六年
(一九五一年)
十二月

(地区民)
神田上村の村長を務め、漁業の発展
に尽力する。

蛭子社(肥中地区) 本稿

③ 和田栄太郎翁之碑
昭和六年
(一九三一年)
十月

特牛篤志
特牛に簡易水道を設置。慢性的な水
不足を解消する。

蛭子社(特牛地区)
『記念碑に
　刻まれた人々』冊子

④ 石川先生之碑
大正四年
(一九一五年)
五月二七日

生徒中 亡くなった分教場の先生か。 鳴滝公民館 本稿

⑤ 西島実行先生碑
大正九年
(一九二〇年)
五月

門人 神官。近代初頭の教育者。
土井ヶ浜遺跡
国道191号線沿い
招魂社の裏

本稿

⑥ 藤岡周助翁表徳碑
大正四年
(一九一五年)
五月一有二日

有志 私財を投じて公業に益す。 大字神田上字上野 『豊北町史』

⑦ 平川太治郎碑
明治二一年
(一八八八年)
春

本田幸三郎
重岡久平

海境争いの時に功績有り。 観音堂 本稿

⑧ 大賀基作翁像
昭和四一年
(一九六六年)
五月吉日

村民に慕われた村長。 齋八幡宮境内 本稿

⑨ 山本与市之碑
明治三〇年
(一八九七年)

顕彰文
：大島迺十吉

明治の頃、人体解剖に自らの体を差
し出した。

二見公民館 本稿

⑩ 小田宗市翁碑
昭和十二年
(一九三七年)
八月

(地域住民) 造林に生涯をささげた。 長井手橋周辺 本稿

⑪ 福澄茂信之碑
明治二六年
(一八九三)年
八月

福澄十蔵
郷土の原野を開き、治水事業を行
う。

田耕字原
国道435号線沿い

『豊北町史』

⑫
田上菊舎句碑
「月を笠に着て
　遊ばゞや旅のそら」

大正七年
(一九一八年)
四月三日

顕彰文：和田文
建碑：橘舎

諸国を行脚しながら優れた文学作品
などを残す。

田耕公民館
『続・防長
　文学碑採拓行』

⑬ 田上菊舎句碑
「故郷や名もおもひ出す草の花」

昭和三二年
(一九五七年)
五月

菊舎顕彰会
諸国を行脚しながら優れた文学作品
などを残す。

旧田耕小学校
『続・防長
　文学碑採拓行』
本稿

⑭
鷲頭自見墓碑
(奉公市開基の碑)

宝永三年
(一七〇六年)
九月七日

不明 奉公市の創始者。 末森山
『記念碑に
　刻まれた人々』冊子

⑮ 烈婦登和碑
大正五年
(一九一六年)

顕彰文:吉田松陰
建碑:地元有志
         中山太一

60余州を遍歴して、父等の仇討ちを
果たす。

滝部八幡宮 『豊北町史』

⑯ 中山太一顕彰碑
昭和四一年
(一九六六年)
十月十八日

滝部地区
新生協議会

化粧品会社を設立。私財を投じて郷
土の教育事業等に貢献。

下関市立
豊北歴史民俗資料館

『記念碑に
　刻まれた人々』冊子

⑰ 蒲生鳳林墓所碑
昭和五三年
(一九七八年)
五月

蒲生鳳林顕彰会
私塾「中山館」を開き、優れた人材
たちを育成する。

墓地(滝部田代)
『記念碑に
　刻まれた人々』冊子

⑱ 蒲生鳳林墓碑
文化十一年か
(一八一四年)

顕彰文：
國島宏

私塾「中山館」を開き、優れた人材
たちを育成する。

墓地(滝部田代)
『豊北町史』
本稿

⑲ 藤田松之介碑
昭和十一年
(一九三六年)
五月一日

区民
阿川村の村長を務め、産業の発展に
尽力する。

河内
コミュニティセンター

『豊北町史』

⑳ 佐々木照山詩碑
昭和四年
(一九二九年)

蒙古のトルホト王を日本に連れ帰
り、「蒙古王(もうこおう)」の異名を
とった。

日和山
『続・防長
　文学碑採拓行』

㉑ 釜嶽脇先生之碑
明治四二年
(一九〇九年)
二月六日

門下生 阿川文学寮の教授。 海翁寺 『豊北町史』

㉒ 吉広弥太郎先生頌徳碑
昭和五二年
(一九七七年)
二月

佛教実践婦女会、
幼稚園、明之学舎、
その他結縁の同志

「私立粟野幼稚園」創設者。幼児教
育に尽力する。

粟野幼稚園跡地 本稿

豊北町域における主な記念碑一覧表



144

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀要　第 17号（2022）

豊北町域における主な記念碑分布図
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番
号

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
年年

代代
　　
人人

名名
一
七
〇
〇

一
七
五
〇

一
八
〇
〇

一
八
五
〇

一
九
〇
〇

一
九
五
〇

二
〇
〇
〇

⑭⑭
鷲

頭
自

見

⑰⑰
⑱⑱
蒲

生
鳳

林

⑫⑫
⑬⑬
田

上
菊

舎

⑪⑪
福

澄
茂

信

⑦⑦
平

川
太

治
郎

㉑㉑
脇

範
甫

④④
石

川
先

生

⑤⑤
西

島
実

行

③③
和

田
栄

太
郎

⑩⑩
小

田
宋

市

⑲⑲
藤

田
松

之
介

⑨⑨
山

本
与

市

⑳⑳
佐

々
木

照
山

②②
酒

田
整

吾

⑧⑧
大

賀
基

作

⑯⑯
中

山
太

一

㉒㉒
吉

広
弥

太
郎

①①
中

本
た
か

子

⑮⑮
と
わ

(登
和

・
登

波
)

⑥⑥
藤

岡
周

助
明明

治治
頃頃

のの
人人

物物
？？

幕幕
末末

～～
明明

治治
頃頃

のの
人人

物物

記念碑に刻まれた人々の時系列一覧表
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②
酒さ

か
た
せ
い
ご
お
う
し
ょ
う
と
く
ひ

田
整
吾
翁
頌
徳
碑
（
写
真
8
）

所
在　

下
関
市
大
字
神
田
肥
中
（
蛭
子
社
）

年
代　

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年

寸
法　

一
九
七
×
九
七

碑
文

○
正
面

　

 

酒
田
整
吾
翁
頌
徳
碑

○
側
面
（
正
面
右
側
）

　

昭
和
二
十
六
年
十
二
月

　

肥
中
漁
業
協
同
組
合

所
見

　

正
面
の
「
田
」
の
部
分
を
通
る
よ
う
に
一
筋
の
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る
。
正
面
の
「
酒
」
の

字
の
横
（
正
面
か
ら
見
て
右
側
）
及
び
正
面
の
頂
部
付
近
に
黒
ず
ん
だ
傷
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

　

肥
中
港
入
口
に
鎮
座
す
る
蛭
子
社
の
傍
、
港
に
入
っ
た
人
の
目
に
付
く
場
所
に
建
碑
さ
れ

て
い
る
。（
写
真
９
）

　

碑
は
自
然
石
が
使
用
さ
れ
、
刻
書
さ
れ
た
部
分
の
み
平
坦
に
磨
か
れ
て
い
る
。

写真 8　酒田整吾翁頌徳碑

写真９　肥中地区蛭子社（港の入口付近に建碑されている）
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④
石い

し
か
わ
せ
ん
せ
い
の
ひ

川
先
生
之
碑
（
写
真
10
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
神
田
（
鳴
滝
公
民
館
）

年
代
　
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

寸
法
　
二
一
六
×
五
六

碑
文

○
正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
生
徒
中
　
　 

　
石
　
川
　
先
　
生
　
之
　
碑

     

大
正
四
年
五
月
二
十
七
日
建
之
焉

○
側
面
（
正
面
か
ら
み
て
右
側
下
部
）
か
ら
背
面

　
　
　
　
　
　
　   

工
□

　
　
　
　
　
　   

石
工
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
清
吉

　
　
　
　
明
治
三
十
六
年
十
二
月
八
日
寂

　
　
　
　
　
　
　
　
享
年
五
十
三
才
　
　
　
　

所
見

　
現
在
鳴
滝
公
民
館
が
建
つ
場
所
は
、
か
つ
て
は
保
信
小
学
校
（
後
神
田
尋
常
高
等
小
学
校

鳴
滝
分
教
場
）
が
あ
り
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
長
く
学
び
舎
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。「
石
川
先
生
」が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

明
治
一
二（
一
八
七
九
）年
に
同
校
が
創
立
し
、石
川
先
生
の
没
年
が
明
治
三
六（
一
九
〇
三
）

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
教
場
の
先
生
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
背
面
に
「
石
工
」
に
つ
い
て
の
刻
書
が
あ
り
、「
石
工
」
の
右
に
「
工
」
の
字
が
刻
ま
れ

写真 10　石川先生之碑

写真 11　背面の刻書

て
い
る
。
事
実
関
係
は
不

明
で
あ
る
が
、
そ
の
下
に

途
中
ま
で
彫
ら
れ
た
字

（「
西
」
ヵ
）
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
単
純
な
彫
り
間
違

い
の
可
能
性
が
あ
る
（
写

真
11
）。
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⑤
西
島
実
行
碑
（
写
真
12
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
神
田
上
（
招
魂
社
境
内
）

年
代
　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年

寸
法
　
一
五
〇
×
四
七

碑
文

○
正
面

　
西
島
先
生
碑

○
背
面

　
西
島
先
生
名
實
行
明
治
十
二
年
六
月
又
新
小
學
校
教
員

　
奉
職
専
心
努
教
育
終
始
如
一
日
熱
誠
盡
職
而
於
其
餘
暇

　
施
青
年
補
修
教
育
以
自
樂
焉
明
治
二
十
年
五
月
有
事
故

　
遂
退
職
雖
然
子
弟
尚
慕
先
生
徳
學
於
門
者
常
不
絶
先
生

　
亦
愛
撫
子
弟
温
情
如
慈
父
其
感
化
及
地
方
蓋
可
謂
多
大

　
矣
大
正
五
年
十
一
月
八
日
病
没
年
六
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
九
年
五
月
門
人
建
之

写真 12　西島実行碑

写真 13　碑の正面を覆うように樹が生えている様子

所
見

　
ヒ
ノ
キ
科
の
街
路
樹
に

隣
接
し
て
お
り
、
正
面
は

ほ
ぼ
覆
わ
れ
て
い
る
状
態

（
写
真
13
）。
正
面
の
刻
書

は
、
字
の
墨
塗
り
が
残
っ

て
い
る
。

　
自
然
石
に
刻
書
さ
れ
て

お
り
、
表
面
の
凹
凸
が
激

し
い
。
状
態
は
良
。
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⑦
平
川
太
治
郎
碑
（
写
真
14
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
矢
玉
（
観
音
堂
）

年
代
　
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年

寸
法
　
九
八
・ 

五
×
四
五
・ 

四

碑
文

○
側
面
（
正
面
よ
り
右
側
）　

　
　     

発
起
人
　 

当
浦
六
中

    

于
時
明
治
二
十
一
年
春
日

　       

率
活
人 

　
本
田
幸
三
郎

　
　
　
　
　        

重
岡
久
　
平

○
側
面
（
正
面
よ
り
左
側
）

　
平
川
太
治
郎

所
見

　
碑
は
観
音
堂
の
裏
手
に
、
周
辺
よ
り
集
め
ら
れ
た
墓
石
な
ど
と
一
緒
に
置
か
れ
て
い
る
。

正
面
の
碑
文
は
風
化
や
経
年
の
汚
れ
等
の
た
め
か
、
完
全
な
翻
刻
の
難
し
い
状
態
で
あ
り
、

本
稿
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
後
世
の
研
究
の
た
め
、
読
解
済
の
場
所
よ
り
、
意
味
の
通

る
箇
所
の
み
掲
載
す
る
。

碑
文
（
正
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
　
文

　
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
未
翻
刻
）

　
翁

　
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
魚
亭

　
　
　
　
　
代
々
経
し
も
不
易
や
　
　
　
　
　
　
　
　
孤
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
の
花
高
き

写真 14　平川太治郎碑
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⑧
大
賀
基
作
翁
像
（
写
真
15
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
矢
玉
（
齋
八
幡
宮
）

年
代
　
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年

寸
法
　
一
八
六
×
三
四
〇

碑
文

○
正
面

　
大
賀
基
作
翁
像

○
背
面

　
昭
和
四
十
一
年
五
月
吉
日
　
建
之

所
見

　
齋
八
幡
宮
境
内
の
社
殿
と
向
か
い
合
う
位
置
に
建
碑
さ
れ
て
い
る
。
状
態
は
良
。
八
幡
宮

の
参
道
に
は
、
基
作
が
石
垣
工
事
の
費
用
を
寄
附
し
た
こ
と
を
示
す
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
る

（
写
真
16
）。

碑
文
（
寄
附
記
念
碑
）

　
石
垣
工
事
費
寄
附
記
念
碑

一
金
貮
千
六
百
五
十
円

　
　
　
　
大
賀
基
作

一
金
壹
千
五
百
円

　
　
　
　
當
　
浦
　
中

写真 15　大賀基作翁像

写真 16　石垣工事寄附の碑（矢玉）
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⑨
山
本
与
市
之
碑
（
写
真
17
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
北
宇
賀
（
二
見
公
民
館
）

年
代
　
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年

寸
法
　
一
六
四
×
三
二
・ 

五

碑
文

○
正
面

　
山
本
與
市
之
碑

　○
側
面
（
正
面
左
側
）

　
頭
川
田
龍
雄
他
二
十
一
名
相
會
解
剖
于
二
見
墓
地
戸
長
西
島
九
郎
反
有

　
志
輩
求
會
葬
者
僉
感
泣
曰
嗚
呼
豊
浦
郡
中
為
病
理
頭
解
剖
者
以
器
為
萬

　
矢
矣
其
志
實
可
歎
称
也
於
之
相
議
建
碑
以
應
放
不
朽
　
　
廣
並
求
圓
撰

　
　
　
明
治
三
十
稔
五
月
中
記
　
　
　
　
　
　
　
大
島
迺
十
吉

○
側
面
（
正
面
右
側
）

　
山
本
與
市
豊
浦
郡
宇
賀
村
二
見
浦
人
也
□
老
父
享
母
明
治
十
七
歳
偶
患

　
肺
□
請
治
於
大
阪
享
病
院
□
石
兼
□
與
市
□
□
□
□
□
与
母
註
□
本
部
西

　
部
郡
會
幹
事
古
谷
老
以
死
茲
解
剖
之
等
□
□
与
□
員
□
□
百
方
施
術
不

　
兼
奉
其
□
終
以
明
治
廿
四
年
五
月
十
六
日
殁
享
年
二
十
有
□
乃
如
遺
嘱
會

所
見

　
碑
は
四
角
柱
に
成
形
さ
れ
た
花
崗
岩
。
現
在
は
二
見
公
民
館
に
あ
る
が
、
近
隣
よ
り
集
め

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
仏
た
ち
と
共
に
あ
る
た
め
、
別
の
場
所
よ
り
移
設
さ
れ
た
可
能
性
あ

り
。
碑
は
正
面
よ
り
右
側
の
風
化
が
激
し
く
、
剥
離
し
た
痕
跡
も
散
見
す
る
。
未
翻
刻
の
文

字
も
あ
る
が
、
碑
文
は
左
の
通
り
の
内
容
と
思
わ
れ
る
。

「
明
治
期
の
二
見
浦
に
住
ん
で
い
た
山
本
与
市
は
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
に
若
く
し

て
肺
を
患
っ
た
。
自
ら
の
死
を
悟
っ
た
与
市
は
、
死
後
病
理
の
解
明
の
た
め
、
生
前
に
人
体

解
剖
に
自
ら
の
遺
体
を
差
し
出
す
こ
と
を
頼
み
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
五
月
十
六
日

二
十
余
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。」

　
他
の
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た
人
物
と
は
異
な
り
、
生
前
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
物
で
は
な

い
た
め
、
文
献
史
料
に
乏
し
く
、
こ
の
碑
は
山
本
与
市
の
情
報
を
後
世
に
伝
え
る
数
少
な
い

史
料
と
い
え
る
。

写真 17　山本与市之碑
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⑩
小
田
宗
市
翁
碑
（
写
真
18
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
北
宇
賀

年
代
　
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年

寸
法
　
七
五
・ 

五
×
三
二
・ 

六

碑
文

○
正
面
　

　
元
長
井
手
橋
寄
附
　
小
田
宗
市
翁

○
側
面
（
正
面
右
側
）

　
昭
和
十
二
年
八
月
　
竣
成

所
見

　
正
面
の
「
元
」
の
字
は
、『
豊
北
町
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
為
、

後
世
追
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
架
か
っ
て
い
る
橋
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で

あ
る
（
写
真
19
）。
字
は
元
々
内
部
を
墨
塗
り
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
も
の
の
、前
述
の
「
元
」

の
字
を
除
き
、
剥
げ
落
ち
て
い
る
。

　
欠
損
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
白
い
斑
点
や
黒
ず
み
等
の
汚
れ
が
多
々
見
ら
れ
る
。

正
面
か
ら
見
て
右
側
の
字
は
若
干
風
化
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
は
現
在
古
い
民
家

に
面
し
て
お
り
、
風
化
す
る
よ
う
な
立
地
条
件
で
は
な
い
た
め
、
碑
の
移
動
が
あ
っ
た
も
の

と
推
測
で
き
る
（
写
真
19
）。

写真 18　小田宗市翁碑

写真 19　現在の長井手橋
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⑫
田
上
菊
舎
句
碑
（
写
真
20
）

所
在　

下
関
市
豊
北
町
大
字
田
耕
（
田
耕
公
民
館
）

年
代　

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年

寸
法　

一
六
七
×
五
三

碑
文

○
正
面

　

一
字
庵
菊
舎
碑

○
背
面

　

月
を
笠
に
着
て
遊
ば
ゞ
や
旅
の
そ
ら

　

文
壇
の
俊
豪
故
田
上
菊
舎
尼
本
村
出
身

　

に
て
其
漫
遊
の
首
途
に
就
き
し
と
き
前
記
の
句
あ
り

　

大
正
七
年
四
月
三
日　
　

橘
会
建
之

所
見

　

全
体
に
白
ま
た
は
黄
土
色
の
斑
点
が
見
ら
れ
る
。
刻
書
は
『
続
・
防
長
文
学
碑
採
拓
行
』

に
お
い
て
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
字
が
見
ら
れ
た
た
め
再
翻
刻
し
た
も
の
を
本
稿

に
掲
載
し
た
（
７
）

。

　

背
面
の
「
月
を
笠
に
着
て
遊
ば
ゞ
や
旅
の
そ
ら
」
は
、
二
十
九
歳
の
田
上
菊
舎
が
漫
遊
の

旅
を
始
め
る
時
に
詠
ん
だ
句
。
正
面
の
「
一
字
庵
」
と
は
田
上
菊
舎
の
庵
号
で
あ
り
、
現
在

も
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、
碑
が
建
つ
場
所
は
か
つ
て
中
学
校
で
あ
っ
た
場
所
だ
が
、
太
翔
館
所
蔵
の
近
代
期

の
写
真
な
ど
を
見
る
と
背
景
が
一
致
せ
ず
、
幾
度
か
場
所
を
移
動
し
た
可
能
性
が
あ
る
（
写

真
21
）。

写真 20　田上菊舎句碑

写真 21　句碑の前での記念撮影（山戸氏寄贈）
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⑱
蒲が

も
う
ほ
う
り
ん
ぼ
ひ

生
鳳
林
墓
碑
（
写
真
22
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
滝
部
田
代

年
代
　
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
か

寸
法
　
六
一
×
二
七

碑
文

○
正
面

　
鳳
林
先
生
墓

○
側
面
（
正
面
よ
り
左
側
）

　
是
鳳
林
蒲
生
先
生
之
墓
也
先
生
本
姓
　
諱
貞
固

　
宇
整
鳳
林
其
號
世
仕
　
宗
藩
阿
川
君
先
生
官
歴

　
邑
宰
耳
目
至
宰
告
老
後
不
勞
以
政
而
委
以
学
教

　
授
中
山
館
文
化
十
一
年
正
月
十
三
日
疾
卒
壽
七

　
十
六
配
熊
井
氏
生
三
子
長
曰
大
助
嗣
次
曰
小
助

　
為
森
脇
氏
後
次
女
適
其
氏
禫
之
月
門
人
建
碑
表

○
背
面

　
墓
属
余
作
銘
以
余
亦
嘗
問
字
於
門
知
其
生
平
故

　
也
暗
記
經
典
交
互
發
義
不
假
註
脚
歴
渉
史
傳
随

　
渉
随
抄
動
成
巻
帙
其
應
問
也
如
取
物
於
嚢
其
下

　
辞
也
一
二
擇
於
千
百
盖
先
生
之
學
邪
恭
儉
持
身

　
敏
捷
従
事
得
也
後
巳
勞
也
先
人
與
俗
俯
仰
而
不

　
失
其
正
不
與
物
忤
而
能
致
其
誠
盖
先
生
之
徳
邪

○
側
面
（
正
面
よ
り
右
側
）

　
自
其
下
帷
生
徒
前
後
百
數
循
々
善
誘
如
時
雨
之

　
至
苗
者
秀
匕
者
實
穟
々
焉
唪
々
焉
亦
不
知
其
所

　
以
自
進
而
進
矣
是
先
生
之
作
人
也
其
銘
曰
来
為

　
人
師
去
見
追
思
去
者
日
疏
請
見
斯
碑

　
　
　
　
　
　
弟
子
　
長
府
藩
儒
臣
國
島
宏
謹
誌

所
見

　
刻
書
の
風
化
は
ほ
ぼ
な
い
が
、
全
体
的
に
白
い
斑
点
が
出
来
て
い
る
。『
豊
北
町
史
』
に

も
翻
刻
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
読
が
多
い
た
め
、
再
翻
刻
し
た
も
の
を
本
稿
に
掲
載
し

た
。
墓
地
の
入
口
に
は
「
蒲
生
鳳
林
墓
所
碑
」
が
建
碑
さ
れ
て
い
る
。

写真 22　蒲生鳳林墓碑
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㉒
吉よ

し
ひ
ろ
や
た
ろ
う
せ
ん
せ
い
し
ょ
う
と
く
ひ

広
弥
太
郎
先
生
頌
徳
碑
（
写
真
23
）

所
在
　
下
関
市
豊
北
町
大
字
粟
野
（
粟
野
幼
稚
園
跡
地
）

年
代
　
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年

寸
法
　
一
四
四
・ 

四
×
二
七
二

碑
文
　

○
正
面

　
吉
廣
彌
太
郎
先
生

　
　
頌
徳
碑

　
物
は
心
を
以
て

　
　
　
　
　
受
く
べ
し

　
法
は
身
を
以
て

　
　
　
　
　
受
く
べ
し

　
昭
和
五
十
二
丁
巳
年
二
月
　
建
之

所
見

　
弥
太
郎
の
創
立
し
た「
粟
野
幼
稚
園
」

跡
地
に
建
碑
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
自

然
石
に
刻
書
さ
れ
て
い
る
（
写
真
24
）。

　
人
物
の
概
要
は
碑
の
正
面
か
ら
み
て

左
側
に
銅
板
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
状

態
は
良
。

写真 23　吉広弥太郎先生頌徳碑

写真 24　粟野幼稚園跡
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お
わ
り
に

　

以
上
が
豊
北
町
内
に
建
て
ら
れ
た
人
物
記
念
碑
の
簡
単
な
調
査
記
録
と
な
る
。
企
画
展
の

冊
子
に
お
い
て
、
記
念
碑
の
碑
文
な
ど
を
基
に
人
物
の
繋
が
り
に
つ
い
て
簡
単
な
考
察
を

行
っ
た
が
、
限
ら
れ
た
史
料
の
情
報
だ
け
で
学
術
的
な
考
察
を
行
う
に
は
、
豊
北
町
の
み
に

留
ま
ら
ず
、
最
低
で
も
市
内
全
域
の
記
念
碑
を
調
査
し
、
傾
向
な
ど
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い（

８
）。

《
註
》

（
1
）
大
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
大
田
原
市
の
文
化
財
一
覧
表
」
よ
り
。

（
2
）『
下
関
の
記
念
碑
（
山
陰
地
区
・
補
遺
編
）』（
下
関
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
二
年
）
二
三
三
頁

（
3
）
前
掲
註
（
2
）

（
4
）『
山
口
県
の
金
石
文
』（
内
田
伸　

一
九
九
〇
年
）
十
頁

（
5
）『
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た
人
々
』（
下
関
市
立
豊
北
歴
史
民
俗
資
料
館　

二
〇
二
一
年
）
二
頁

　
　

※
一
部
改
訂

（
6
）『
豊
北
町
史
二
』（
豊
北
町
史
編
纂
委
員
会
編　

一
九
九
四
年
）
一
一
九
八
頁

（
7
）
豊
北
郷
土
文
化
友
の
会
の
阿
部
和
正
氏
及
び
菊
舎
顕
彰
会
顧
問
岡
昌
子
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
8
）
前
掲
註
（
5
）

《
参
考
・
引
用
（
五
十
音
順
）》

・
内
田
伸
『
山
口
県
の
金
石
文
』　

マ
ツ
ノ
書
店　

一
九
九
〇
年

・
大
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.ohtaw

ara.tochigi.jp/docs/2013082778383/

・
藤
井
較
一
「
特
牛
港
の
水
事
情
」『
に
ぎ
め　

第
6
号
』　

豊
北
町
郷
土
文
化
研
究
会　

一
九
八
九
年

・
下
関
市
教
育
委
員
会
編　
『
下
関
の
記
念
碑
（
山
陰
地
区
・
補
遺
編
）』　

下
関
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
二
年

・
豊
北
郷
土
文
化
友
の
会
編　
『
図
録　

豊
北
の
街
道
』　

豊
北
郷
土
文
化
友
の
会　

二
〇
一
五
年

・
下
関
市
立
豊
北
歴
史
民
俗
資
料
館　
『
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た
人
々
』　

二
〇
二
一
年

・
岡
昌
子　
『
生
誕
二
百
五
十
年
記
念　

雲
遊
の
尼　

田
上
菊
舎
』　

菊
舎
顕
彰
会　

二
〇
〇
三
年

・
西
村
勇　
『
続
・
防
長
文
学
碑
採
拓
行
』　

独
楽
庵　

一
九
八
七
年

・
豊
北
町
史
編
纂
委
員
会
編　
『
豊
北
町
史
』　

豊
北
町
役
場　

一
九
七
二
年

・
豊
北
町
史
編
纂
委
員
会
編　
『
豊
北
町
史
二
』　

豊
北
町　

一
九
九
四
年

・
豊
北
町
教
育
委
員
会
編　
『
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　

ほ
う
ほ
く
』　

豊
北
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三
年

　
（
改
訂
発
行
）
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